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2022年３月期通期連結業績予想並びに剰余金の配当（中間配当）及び期末配当

予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2021 年８月５日に公表いたしました 2022年３月期通期連結業績予想について、下記

のとおり修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

また、本日開催の取締役会において、2021年９月 30日を基準日とする剰余金の配当（中間配

当）を決議するとともに、2021 年５月 12 日に公表いたしました 2022 年３月期の期末配当予想

について、下記のとおり修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１.2022 年３月期通期連結業績予想値の修正（2021年４月１日～2022 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 

（2021年８月５日公表） 
152,400 10,900 10,700 5,800 53.51 

今回修正予想（Ｂ） 157,400 12,000 11,700 6,600 61.41 

増減額（Ｂ－Ａ） 5,000 1,100 1,000 800 - 

増減率（％） 3.3 10.0 9.3 13.8 - 

（参考）前期実績 

（2021年３月期） 
153,725 4,764 5,013 1,489 13.74 

[修正の理由] 

 2022 年３月期通期連結業績予想値につきましては、2021 年８月５日公表の予想値に対し、売

上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益が上回る見通しとなりました。 

その主な理由は、足元では半導体不足等の部品供給制約による生産調整が継続しているもの

の、期初予想に対しトラックの輸出回復が見込まれることや油圧ショベルの世界需要が増加す

る見通しであることから上方修正いたします。 

また、2021年９月 28日に公表した連結子会社（蘇州普美駕駛室有限公司）の解散に伴い、特

別損失として当下半期に約５億円を計上する見込みでありますが、上記予想に織り込んでおり

ます。 



2 

 

 

２. 剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正について 

(1)剰余金の配当（中間配当）の内容 

 決定額 
前回予想 

（2021年５月 12日公表） 

前期実績 

（2021年３月期） 

基準日 2021年９月 30日 同左 2020年９月 30日 

１株当たり配当金 ９円 50銭 ８円 00銭 ０円 00銭 

配当金総額 1,029 百万円 - - 

効力発生日 2021年 12月２日 - - 

配当原資 利益剰余金 - - 

 

(2)期末配当予想の修正内容 

 年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前回予想 

（2021年５月 12日公表） 
８円 00銭 ８円 00銭 16円 00銭 

今回修正予想 - ９円 50銭 19円 00銭 

当期実績 ９円 50銭 - - 

前期実績 

（2021年３月期） 
０円 00銭 ７円 50銭 ７円 50銭 

[修正の理由] 

第２半期連結累計期間の業績及び上記１の通期連結業績予想値の修正を踏まえて、2021 年５

月 12 日公表の配当予想について、上記のとおり剰余金の配当（中間配当）を１株当たり９円 50

銭に決定するとともに、期末配当予想を１株当たり９円 50 銭に修正いたしました。従いまして

年間の配当予想は１株当たり 19 円になります。 

 

※上記の業績予想等に関する記述は、当社及び当社グループが本資料の発表日現在において入

手可能な情報から得られた判断に基づいておりますが、今後の様々な不確定要素により、実際

の業績と異なる場合があります。 

 

以 上 


